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地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

生　涯
学習課

　
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
を
目
指
す「
ス
キ

ー
教
室
」を
1
月
31
日
、ひ
ろ
し
ま
県
民

の
森
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
、市
内
の
小
中

学
生
を
中
心
に
1
6
6
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
専
門

的
な
指
導
者
に
よ
る
市
の「
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」の
一
環
で
行
い
、昨

年
に
続
き
2
回
目
。今
回
は
、全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
公
認
の
指
導
者
ら
を
招
き
、ス

キ
ー
の
基
礎
技
術
や
競
技
技
術
の
講
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
技
術
レ
ベ
ル
に
よ
り
各
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、ス
キ
ー
の
基
本
操
作
や

重
心
移
動
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。初
級
班

に
参
加
し
た
中
田
桃
花
さ
ん
は「
先
生
か

ら
や
さ
し
く
教
え
て
も
ら
い
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」は
来

年
度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

生　涯
学習課

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

全
国
大
会
出
場
者
壮
行
式

自　治
振興課

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
を
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
仮
称
）策
定
委
員
会

農
家
所
得
の
向
上
を
支
援

野
菜
栽
培
講
座

農　林
振興課

　
野
菜
栽
培
講
座
を
2
月
1
日
か
ら
3

月
4
日
ま
で
、市
内
7
会
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、販
売
農
家
を
増
や
し
、

農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
、昨
年
度
か
ら
市
の
営
農
指
導
員
と
、

Ｊ
Ａ
庄
原
・（
株
）庄
原
市
農
林
振
興
公
社
・

北
部
農
業
技
術
指
導
所
が
連
携
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、農
作
業
の
基
礎
や
産
直
市

へ
の
出
荷
・
荷
造
り
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、季
節
ご
と
に
事
例
を
挙
げ
分
か
り
や

す
く
説
明
。参
加
者
は
、年
間
の
農
作
物

栽
培
の
基
礎
と
な
る
土
づ
く
り
な
ど
、こ

れ
か
ら
迎
え
る
春
の
農
作
業
を
中
心
に
、

熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　
比
和
地
域
の
講
座
に
参
加
し
た
広
田
富

枝
さ
ん
は「
土
づ
く
り
を
や
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。分
か
り
や
す
く
野
菜
づ
く
り
に

役
立
つ
講
座
な
の
で
、今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
」と
春
か
ら
の
農
作
業
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
市
は
、農
家
と
就
農
を
目
指
し
て
い
る

方
へ
の
初
歩
的
な
技
術
指
導
な
ど
を
目
的

に「
営
農
指
導
員
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

栽
培
方
法
な
ど
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
農
林
振
興
課
鈎
0
8
2
4

‐
7
3
‐
1
1
3
2
）

90
台
の
車
両
が
駐
車
可
能

新
庁
舎
周
辺
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン

総務課

　
市
役
所
新
庁
舎
の
駐
車
場
が
、2
月
16

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、来
庁
者
専
用
の
駐
車
場

と
し
て
90
台
の
車
両
が
駐
車
可
能
と
な
り
、

以
前
と
比
べ
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、新
庁
舎
に
面
し
た
市
道
の
拡
幅

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。3
月
末
ま
で
新

庁
舎
の
進
入
路
や
交
差
点
な
ど
が
狭
く
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本

理
念
を
定
め
る「
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例（
仮
称
）策
定
委
員
会
」の
初
会
合

を
２
月
２
日
、市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
策
定
委
員
21
人
へ
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
後
、委
員
の
自
己
紹
介
や

市
政
に
対
す
る
意
見
交
換
、今
後
の
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　
こ
の
策
定
委
員
会
は
、平
成
23
年
3
月

の
条
例
制
定
を
目
指
し
、月
1
回
ペ
ー
ス

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。策
定
ま
で
の
経

過
や
次
回
開
催
予
定
日
な
ど
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
会
議
は
公
開
と
し
て
い
ま
す
の
で
、興

味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　市は、市民の皆さんに直結したサ

ービスの迅速化・向上を図るため、平

成18年に「事務移譲具体化プログラ

ム（広島県・庄原市）」を策定し、県が

行っている事務を市で行うことがで

きるよう取り組みを進めています。

　平成22年度に、広島県から「文化財

保護に関する事務・権限」が移譲され、

申請から許可までを市教育委員会（生

涯学習課）が行います。

●埋蔵文化財の調査のための発
掘の届出受付など

●調査以外の目的による周知の
埋蔵文化財包蔵地の発掘の届
出受付など

●遺跡の発見に関する届出受付
など

県の事務・
権限の一部が移譲
企画課企画調整係　　　鈎0824-73-1128
生涯学習課文化振興係　鈎0824-73-1189

文化財保護に関する事務

　
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
選
手
の
壮
行

式
を
２
月
18
日
、市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
家
族
や
関
係
者
の

見
守
る
中
、滝
口
季
彦
市
長
ら
か
ら
激
励

の
こ
と
ば
を
受
け
ま
し
た
。

　
選
手
を
代
表
し
て
、国
体
ス
キ
ー
競
技

会
へ
出
場
す
る
坪
田
泰
江
さ
ん
が
、「
出

場
す
る
だ
け
で
な
く
、よ
い
成
績
が
残
せ

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」と
力
強
く
決
意

表
明
を
述
べ
、大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、祝
金
や
花
束
の
贈
呈
、万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、出
場
選
手
を
祝
福
し
ま
し

た
。

全
国
大
会
出
場
者（
敬
称
略
）

●
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
少
年
男
子

　
　
津
田
　
優
将（
西
城
町
三
坂
出
身
）

●
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
女
子
A

　
　
高
橋
　
綾
菜（
西
城
町
小
鳥
原
出
身
）

●
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
成
年
女
子
A

　
　
坪
田
　
泰
江（
東
城
町
森
出
身
）

●
全
国
中
学
選
抜
卓
球
大
会

　
　
堀
田
真
奈
美（
庄
原
中
２
年
）

　
　
國
重
　
有
希（
庄
原
中
２
年
）

　
　
稲
艸
　
友
華（
庄
原
中
１
年
）

　
　
岡
本
　
り
お（
庄
原
中
１
年
）

　
　
平
田
　
美
咲（
庄
原
中
１
年
）

　
　
山
本
亜
由
美（
庄
原
中
１
年
）

●
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

　
　
早
田
　
知
孝（
庄
原
中
２
年
）

　
　
早
田
　
萌

（々
庄
原
中
１
年
）

決意表明を述べる坪田さん

指導員の話を熱心に聞く参加者 営農指導員が栽培のポイントを説明

利用が始まった駐車場

自己紹介する委員


